研究代表者の皆様
平成２４年度をもって研究交流課題が終了となる研究代表者の皆様には、終了報告書の作成をお願いいたします。

下記の注意事項に従って作成の上、平成２５年４月末日までに提出をお願いいたします。

なお、報告書をご提出いただいた後、弊事業の推進委員による評価を行い、その評価結果を報告書の別紙と共にホームページで公開いたします。
お忙しいところ恐縮ですが、何卒よろしくお願いいたします。

不明な点がありましたら、ご連絡いただければと存じます。
平成２５年３月　ＪＳＴ国際科学技術部

＜終了報告書について＞
-
終了報告書は事後評価に使用します。事後評価は、守秘義務のある外部有識者が、
採択時の申請書、年度計画書、年度報告書及び本報告書（別紙作成の非公開資料を含む）等の資料に基づき行います。

-
正しい評価が可能になるように、具体的で詳細な記述をお願いいたします。図や写真を挿入していただいても結構です。図や写真を挿入する場合はファイルサイズ（容量）を可能な限り、小さくしてください。
-
下記の評価の基準の視点を踏まえた記載をしてください。


＜別紙　HP公開資料について＞

· 「別紙　HP公開資料」並びに事後評価結果をJSTのホームページに掲載します。
· 広く一般に公開するため、わかりやすい記述をお願いします。
· 研究や人的交流成果の重要性や社会的波及効果についても記述してください。

· 本ファイルに図や写真を挿入していただいても結構です。図や写真を挿入する場合はファイルサイズ（容量）を可能な限り、小さくしてください。
· 知的財産等の確保に十分ご配慮の上作成をお願いします。
＜その他＞

· 公開が可能な動画がある場合は、別途ご連絡ください。
＜提出方法＞

· ワードファイルを平成２５年４月末日までにメール添付でお送りください。(郵送不要）
· １ページ目と青字の部分は削除してご提出ください。

以上

報告書様式３ （戦略的国際科学技術協力推進事業）
戦略的国際科学技術協力推進事業
日本－　　　　研究交流
研究課題「○○○○」
研究終了報告書
研究交流期間　平成　　年　月～平成　　年３月
研究代表者：○○  
（所属、役職）

-　所属・役職は正確にご記入ください。所属は、企業・研究所であれば部門等、大学であれば学部あるいは大学院研究科レベルまでの記載をお願いします。

１．研究・交流の目的
-
研究・交流の目的を、簡単に分かり易く記述願います。
２．研究・交流の方法
-
研究開始時に目指した成果に至る、研究方法、交流計画について、また変更があればその内容・理由について、簡単に1ページ以内に記述してください。
３．研究・交流実施体制
≪本研究期間中に参画された全ての方を記入願います。≫
３．１　日本側
	氏名
	所属
	役職
	学位
	役割

	（研究代表者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	



３．２　相手側
	氏名
	所属
	役職
	学位
	役割

	（研究代表者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	

	（研究者）
	
	
	
	


４．研究成果
４．１　研究成果の自己評価

-
該当する記述の□を■に変更願います。
　　□　計画以上の成果があった　　□　計画通りの成果があった　

□　計画とは異なるが有益な成果があった　□　計画ほどの成果はなかった　
□　いずれでもない
４．２　研究成果の自己評価の根拠（3ページ以内）
-
「新しい知の創造/画期的な科学技術の進展/新分野の開拓」、「相手側との協力による研究への相乗効果（注：相手側と協力したからこそ、日本側単独で研究するよりも優れた成果が出たかどうかという点を特に重要視しています。）」、「当該研究の今後の展開見込、社会への波及効果」の観点から、それぞれ箇条書きで記述してください。

-
日本側と相手側の成果が区別できるように記述してください。
-
特に補足したい事項があれば４．３に記入してください
● ｢新しい知の創造/画期的な科学技術の進展/新分野の開拓｣ の観点から（なお、相手側と協力したからこそ、新しい知の創造/画期的な科学技術の進展/新分野の開拓が実現した場合には、その旨を「相手側との協力による研究の相乗効果」の欄に記載願います。）
・
・
・

・

・
● ｢相手側との協力による研究への相乗効果｣ の観点から（注：相手側と協力したからこそ、日本側単独で研究するよりも優れた成果が出たかどうかという点を重要視しています。
・
・

・

・

・
● ｢当該研究の今後の展開見込、社会への波及効果｣ の観点から
・
・

・

・

・
４．３　研究成果の補足

-
事後評価にて評価されるべき研究成果は４．２に記入し、４．２のみでの記載が難しい場合は本項に記入してください 
５．人的交流成果

５．１　人的交流成果の自己評価

-
該当する記述の□を■に変更願います。

□　計画以上の交流成果があった　　□　計画通りの交流成果があった　

□　計画ほどの交流が行われなかったが成果はあった　
□　計画ほど交流成果はなかった
□　いずれでもない
５．２　人的交流成果の自己評価の根拠　（3ページ以内）
-
「相手側との研究交流につながる人材育成」、「当該事業を端緒とした相手側との研究交流の増加/持続的発展の可能性（終了後の交流計画を含む）」の観点から、それぞれ箇条書きで記述してください。

-
特に補足したい事項があれば５．３に記入してください。
●　｢相手側との研究交流につながる人材育成｣の観点から
・
・

・

・

・
●　｢当該事業を端緒とした相手側との研究交流の増加/持続的発展の可能性（終了後の交
流計画を含む）｣の観点から
・
・

・

・

・
５．３　人的交流成果の補足

-
事後評価にて評価されるべき交流成果は原則として５．２に記入していただきますが、５．２のみでは記載が難しい場合は本項に自由形式で記入してください。
６．主な論文発表・特許出願
≪本研究交流事業による特筆すべき成果となる主な論文または特許を最大５件まで記述願います。アクセプトされていない論文は含みません。なお事後評価では、別途報告いただいた「研究交流・成果実績報告書」の記載事項も評価の対象としております。≫

	論文

or

特許
	・論文の場合：　著者名、タイトル、掲載誌名、巻、号、ページ、発行年

・特許の場合：　知的財産権の種類、発明等の名称、出願国、出願日、

出願番号、出願人、発明者等
	特記事項

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


７．写真・資料
≪研究交流の成果がわかるような写真や資料（研究状況、製作した研究機器・材料、シンポジウムやワークショップのプログラムなど）があれば、データまたは書面でお送りください。≫

以下は事後評価の対象とはなりませんが、本事業運営の参考とするためご回答をお願いいたします。

８．委託研究終了後の成果の実用化についての調査

　　該当する記述の□を■に変更願います。

　　□得られた成果について、実用化に向け企業からの照会がある（あった）
　　□産学連携への発展を試みた　□産学連携への発展を試みていない
　　（状況）
”企業からの照会"がある（あった）”、”発展を試みた”と答えた場合は、成否を含めてその状況を回答可能な範囲で記述願います。

９．基盤となる研究への相乗効果についての調査
-
本研究交流での支援が、既に進行中の基盤となる研究にもたらした特筆すべき利点や進展があれば記述願います。（相手側との協力があったからこそ導入できた最先端の技術・手法、日本の研究者のみではなし得なかった実験など）
１０．本研究分野における相手側との研究交流に関する意見、要望等

-
相手側と研究交流を行って良かった点、悪かった点、両国の本研究分野における特徴等について、忌憚ない意見を記述願います（個人の意見で結構です）。

１１．戦略的国際科学技術協力推進事業の支援体制に関する（JSTに対する）意見、要望等
-
研究交流事業の実施に当たって、JSTによる支援につき、改善することが望ましい点、これからも継続することが望ましい点について、忌憚ない意見を記述願います。
１２．その他
-
その他、自由に記述願います。
別紙　HP公開資料

戦略的国際科学技術協力推進事業（日本－　　　　研究交流）

１．研究課題名：「　　　　」
２．研究期間：平成　　年　　月～平成　　年３月

３．支援額：　総額　　　円

４．主な参加研究者名：
日本側（研究代表者を含め６名までを記載）
	
	氏名
	所属
	役職

	研究代表者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	参加研究者　のべ　　　　　名


相手側（研究代表者を含め６名までを記載）
	
	氏名
	所属
	役職

	研究代表者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	研究者
	
	
	

	参加研究者　のべ　　　　　名


５．研究・交流の目的

（申請書の内容に基づき、判りやすくご記載願います。（公開資料であるため））
６．研究・交流の成果

　６－１　研究の成果
（研究終了報告書本文の「４．研究成果」にご記載いただいた内容に基づき、判りやすく文章で記載してください。（公開資料であるため））
　６－２　人的交流の成果
（研究終了報告書本文の「５．人的交流成果」にご記載いただいた内容に基づき、判りやすく文章で記載してください。（公開資料であるため））
７．主な論文発表・特許等（５件以内）
相手側との共著論文については、その旨を備考欄にご記載ください。
	論文

or

特許
	・論文の場合：　著者名、タイトル、掲載誌名、巻、号、ページ、発行年

・特許の場合：　知的財産権の種類、発明等の名称、出願国、出願日、

出願番号、出願人、発明者等
	備考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


評価の基準


１．　研究成果の評価


●　新しい知の創造/画期的な科学技術の進展/新分野の開拓


●　相手側との協力による研究への相乗効果


注：相手側と協力したからこそ、日本側単独で研究するよりも優れた成果が出たかどうかという点を特に重要視しています。


●　当該研究の今後の展開見込、社会への波及効果


２．　交流成果の評価


●　相手側との研究交流につながる人材育成


●　当該事業を端緒とした相手側との研究交流の増加/持続的発展の可能性


（終了後の交流計画を含む）
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